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はじめに

　伊藤（2017）では，フィリピン・ヴィサヤ地域在住のフィリピン人大学生および大卒社会人のうち，
英会話教室に勤務する 10 代後半から 20 代女性の自然災害に対する考え方・感じ方，および自然
災害に対面した際の経験を紹介している。その論文は，民間会社が商業的に運営するスカイプ英会
話の「フリートーク（教材を活用しない自由な会話）」の枠を活用し，英会話講師 59 名に対する
のべ 50 時間に及ぶ聴き取り調査の概要である。掲載誌の誌面の制約上，まとめの結果のみ示すに
留まった。ここで，基礎となる根拠資料を提示するとともに，補足の解説を行う。

「聴き取り調査の場」としての商業的スカイプ英会話・オンライン英会話の活用

　スカイプを介したオンライン対面ビデオ通話は，（スカイプを使用可能な機器の代金，通信料な
どを除き）無料で気軽に利用できる個人的な意思疎通のツールとして広く普及している。また，途
上国での予防医療システムの一要素としての遠隔診療（野原ほか，2013），母国語話者と第二外国
語話者とが直接に対話できる語学教育（松本ほか，2013；杉江・三ツ木，2015），異文化理解を目
的とした国内と海外の学生間交流（山内，2014）など，医療・教育等，様々な試みがなされている。
商業的にも，スカイプ英会話・オンライン英会話（以下，まとめてスカイプ英会話と呼称する）と
して，一対一の対面ビデオ通話が可能であること，在宅で受講可であること，安価であること等を
売りにした無数のサービスが提供されている。さらに，これら商業的に開発・運営されている英会
話サービスを大学の外国語授業に一部繰り込み，効果を上げている例も公開されつつある（例えば，

　　　　　　　　　　　
*茨城大学教育学部地球科学研究室（〒 310-8512  水戸市文京 2-1-1； Geosciences Laboratory, College of 

Education, Ibaraki University, Mito 310-8512 Japan）．

伊藤：フィリピン・ヴィサヤ地域の住民の自然災害観−基礎資料編 669茨城大学教育学部紀要（教育科学）67 号（2018）669 － 677



三田，2014；永松，2015；大和田，2016）。
　一方，スカイプ英会話を社会科学的な「聴き取りの場」として活用した例はなく，少なくとも，
本論文執筆時点（平成 29 年 5 月 28 日現在）で，CiNiiにおいて「スカイプ」，「聴き取り」の二つ
の単語で検索しても，抽出される論文・学会発表等はなかった（「Skype」, 「聞き取り」でも検索
結果は変わらず）。先に紹介した伊藤（2017）は，スカイプ英会話を「聴き取り調査の場」として
活用した先駆的な取り組みと言えるかもしれない（図 1）。本手法の長所としては，
　・安価であること
　・現地に赴く必要がないこと
　・予約が取れれば，24 時間いつでも聴き取り可能であること
　・30 分という隙間の時間が活用できること
　・アプリケーションを活用すれば，録音・録画でき，やりとりの再確認が行なえること
　・聴き取り対象者である教員集団が学歴・性差等，すでに整った母集団として存在していること
　・予約が取れれば，時間を気にせず，じっくりと話をすることができること
　・業務の一環として，こちらの話に集中してもらえること
　・聴き取り対象者の時間を奪うことを気にする必要がないこと

・万一，聴き取りができなかったり，こちらの言いたいことが伝わらない場合でも，チャットボッ
クスを活用し，確認ができること

・シェアスクリーンの機能を活用することで，画像や動画等の共有が可能であること
などがあげられる。一方，短所として，
・（受講生に）事前の予告なく講師が任期満了になったり，勤務のシフトが変わったりすること

図 1　Skypeを利用した聴き取り調査の概念図
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・英会話講師になっていない層の聴き取りができないこと
　が挙げられるだろう。そのため，質問したい項目が残っている状態で聴き取り不能となり，結果，
回答数が質問ごとに異なってしまうことが起こり得る。また，研究の広がりという面では万能の手
法ではなく，別の工夫が必要となることは言うまでもない。

フィリピン・ヴィサヤ地域在住 20代女性の自然災害の体験・防災意識の概要

　ここでは，伊藤（2017）の結果を短く紹介する。伊藤（2017）では，2013 年ボホール地震や台
風ヨランダがヴィサヤ地域を襲った約 1 年後から 1 年かけて，スカイプ英会話を活用した聴き取
り調査を行い，フィリピン・ヴィサヤ地域在住のフィリピン人大学生・大卒社会人 59 名に対する
自然災害の経験・意識を示す試みを行った。リスク認知には大きな性差の存在が明らかされている
ので（例えば，Slovic, 1999，2010 など），10 代後半から 20 代女性 55 名の聴き取り調査結果を抽
出し議論している。
　基本的には，

質問1 　あなたにとって，最も恐ろしい自然災害は何ですか？
質問2 　何故，質問 1 で回答した自然災害について心配するのですか？これまでの教育に基づく

ものですか，もしくは経験に基づくものですか？
質問3 　あなたの小学校では，地震を対象とした避難訓練はありましたか？
質問4 　（質問 3 で「あった」と回答した人を対象に）大きな地震があなたの学校を襲った際，とっ

さにどのような行動をとるべき，と指導されましたか？ 
質問5 　2013 年 10 月 15 日に起こったボホール地震について，あなたの経験をお聴かせ下さい。

最初の行動は何でしたか？
質問6 　強烈な台風が来ているあいだ，あなたの家では窓を開けますか？

　の 6 つを口答で質問し，その場で回答を得た。それにより，
・最も恐れる自然災害は地震（57.3％），次いで台風（26.4％）であり，この二つで 80％を越え

ること
・恐れる理由として，自身の直接経験（51.9％），テレビ報道等を介した間接経験が（13.5％）

が挙げられ，主に過去の経験により，恐れの感情が醸成されていること
・被害の規模よりも，自然災害の事前の予測可能性が恐れの重要な基準となっていること
・地震を対象とした避難訓練は，約 70％の人が小学生時代に経験済みであり，うち 75％が教室

に留まり，机の下に隠れる，かがむと指導され，11％が外へ避難と指導されていたこと
・一方で， 2013 年に発生したボホール地震では，34.8％の人が真っ先に外に避難したこと
・台風による強風に襲われているあいだ，約 40％の人が，自宅そのものや窓への被害を予防す

る目的で，自宅の窓を開け，室内に風の通り道を確保していること
　などが明らかとなった。
　ここでは根拠資料として，聴き取り対象者ごとに発言の概略を整理し示す（表 1）。表中，性別
のFは女性，Mは男性を示す。灰色の部分は，諸事情により期間内に聴き取りができなかった項目
である。また，特にこちらから質問したわけではないが，やりとりのなかで，地震の予測不可能性，
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まとめ

　フィリピン・ヴィサヤ地域在住のフィリピン人大学生および大卒社会人のうち，20 代女性を中
心に，その自然災害に対する考え方・感じ方，および自然災害に対面した際の経験について，聴き
取り調査の基礎データをまとめた。一人一人の発言は，フィリピン・ヴィサヤ地方で育ち・教育を
受け，生活してきたなかで，無意識のうちに身についた「災害文化（広瀬，2004）」の一端を表す
ものであろう。今後は，同地域に永く語り継がれてきた，自然災害に関する昔話・言い伝え・禁忌
等にも注目し，さらに体系化していきたいと考える。
　本研究や伊藤（2017）では，スカイプなど，インターネットを介した対話手段が，国の枠組み
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